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２ 届出などの流れ 

志摩市景観計画に係る届出の流れは、下の図のとおりです。 

届出が必要な行為は、事前相談を義務づけています。これは、あらかじめ「景観形成基準チェッ

クシート」などを用いて、事業者や設計者の方に自ら、行為の内容をチェックしていただき、景観

形成基準に適合しているかどうかを確認するためのものです。景観法の規定により、通常は届出の

受理日から 30 日間（最大 90 日間）は行為に着手することができませんが、事前相談により支障が

ないと認められたものは、行為の着手制限の期間が短縮されます。 

なお、本市では有識者等で構成される志摩市景観審議会を設置しており、良好な景観の形成に支

障を及ぼすことが予想される場合や周辺の景観への配慮の方法について、窓口での判断が難しい場

合は、景観審議会に諮問する場合があります。 

 

図 届出の流れ（変更届出も含む） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※届出をしなかったり、虚偽の届出をした場合は、30 万円以下の罰金に処せられることがあります。（景観法第 102 条第１号） 

※変更命令に従わなかった場合は、50 万円以下の罰金に処せられることがあります。（景観法第 101 条第１号） 

※行為の届出後に、届出にかかる事項の変更が発生した場合、良好な景観形成に配慮した事項について、届出と同様の手続きが必

要となります。 

窓口での判断が難しい
場合、景観審議会に諮
問する場合があります。 
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※ 
特定届出対象行為とは、景観法第

17 条第１項の規定により条例で

定める、変更命令を行うことがで

きる行為で、志摩市では、「建築

物や工作物の新築(工作物の場合

は新設)、増築、改築若しくは移

転、外観の変更をすることとなる

修繕若しくは模様替え又は色彩

の変更」のことをいう。 

他法令等による許認可等を受ける前に 

必ず事前相談を行ってください。 

完了報告 


